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平成３０年６月１９日  

各報道機関  御中 

 

                                 宮崎大学企画総務部広報・渉外課 

                                   ひむかＡＭファーマ株式会社 

                              

 

宮崎大学発ベンチャー企業「ひむかＡＭファーマ株式会社」が資金調達（第３回目）を実施 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

日頃より本学の教育・研究・社会貢献活動についてご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、宮崎大学発ベンチャー企業「ひむかＡＭファーマ株式会社」（宮崎県宮崎市、代表取締役 新城裕司）

は、国立研究開発法人科学技術振興機構を引受先として、第三者割当増資による資金調達（第３回目）を実施

しました（プレスリリース内容は別紙参照）。 

つきましては、貴社の「インフォメーションコーナー・お知らせコーナー」等に掲載していただくとともに、

取材していただきますようお願いいたします。 

敬具 

 

 

宮崎大学／ひむかＡＭファーマ 
報道発表 
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平 成 ３ ０ 年 ６ 月 １ ９ 日 

 

 科学技術振興機構（ＪＳＴ） 

 宮 崎 大 学 

 ひむかＡＭファーマ株式会社 

 

出資型新事業創出支援プログラム（ＳＵＣＣＥＳＳ）における 
ひむかＡＭファーマ株式会社への出資決定について 

ＪＳＴ（理事長 濵口 道成）は、出資型新事業創出支援プログラム（ＳＵＣＣ
ＥＳＳ）において、ひむかＡＭファーマ株式会社（本社：宮崎県宮崎市、代表取締

役 新城 裕司、以下「ひむかＡＭファーマ」という）からの第三者割当増資注１）

の引き受けを実施しました。 
ひむかＡＭファーマは、ＪＳＴの「シーズ発掘試験」注２）平成１８年度「アドレ

ノメデュリンの抗炎症作用を利用した医薬品の開発」、平成２０年度「ＰＡＭＰ 
（ｐｒｏａｄｒｅｎｏｍｅｄｕｌｌｉｎ－ｔｅｒｍｉｎａｌ ２０ｐｅｐｔｉｄ
ｅ）の臓器保護作用を利用した医薬品の開発」、および「大学発新産業創出プログ
ラム（ＳＴＡＲＴ）」注３）平成２６年度「我が国で発見された生理活性ペプチド“ア
ドレノメデュリン”の医薬品としての研究開発」（いずれも、北村 和雄 宮崎大学
医学部 教授）における研究開発成果を基に、平成２９年２月に設立されました。 
 宮崎大学では、これまで多彩な生理活性を有するアドレノメデュリン（以下、
「ＡＭ」という）注４）による難治性潰瘍性大腸炎の臨床研究を実施し、臨床効果を
確認していました。潰瘍性大腸炎などの炎症性腸疾患の治療は、これまでステロ

イド製剤、生物学的製剤などが用いられていますが、これら既存薬は効果が限定
的で副作用も報告されており、ＡＭを用いた新規医薬品開発による解決が期待で
きます。 

ＡＭは内在性ペプチドであるため、安全性の観点で優れている一方、投与後の
血中半減期が短いなどの課題もありました。ひむかＡＭファーマは、このような
課題を解決しつつＡＭの有する多彩な生理活性に基づく創薬開発を実施する宮崎
大学発ベンチャー企業で、炎症性腸疾患に対する治療薬の研究開発を進めていま
す。 

ＳＵＣＣＥＳＳでは今後も、ＪＳＴの研究開発成果を実用化しようとするイノ
ベーティブなベンチャー企業に対して、成長資金の供給や関係機関のネットワー
クを活用したサポートを提供することにより、実用化を通じた先端技術の社会へ
の還元を進めていきます。（ＵＲＬ：https://www.jst.go.jp/entre/） 
 

 

 

 

ＪＳＴは平成２６年４月より「出資型新事業創出支援プログラム」（略称：ＳＵＣ
ＣＥＳＳ ＳＵｐｐｏｒｔ Ｐｒｏｇｒａｍ ｏｆ Ｃａｐｉｔａｌ Ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｉｏｎ ｔｏ Ｅａ
ｒｌｙ－Ｓｔａｇｅ ＣｏｍｐａｎｉｅＳ）を実施しています。本事業は、ＪＳＴの研究開発
成果の実用化を目指すベンチャー企業に対しＪＳＴが出資並びに人的および技術
的援助を行うことでその創出および成長を促進し、当該ベンチャー企業が行う事
業活動を通じてＪＳＴの研究開発成果の実用化・社会還元を促進することを目的
としています。出資を通じてＪＳＴがベンチャー企業の株主になることで、民間
の資金を誘引する「呼び水効果」を狙っています。 
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＜企業概要＞ 

企業名 ひむかＡＭファーマ株式会社 

設立日 平成２９年２月１日 

本社所在地 宮崎県宮崎市 

代表取締役 新城 裕司 

事業内容 医薬品の研究開発 

 

 

＜用語解説＞ 

注１）第三者割当増資 

 特定の第三者に新株引受権（新株の割当を受ける権利）を与えて行う増資のこ

と。会社の資金調達の方法の１つで、会社の自己資本を充実させ、財務内容を強化

することができます。 

 

注２）シーズ発掘試験 

大学・公的研究機関などの研究成果を発掘し、研究シーズや企業ニーズの探索や

マッチング、研究シーズの育成、研究成果の各種制度や企業への橋渡しを専らの業

務とするコーディネータなどが発掘した、知的財産権の取得が期待される、もしく

は、知的財産権を既に取得し、実用化に向けて発展が期待される研究シーズの実用

化を促し、コーディネータなどの活動を支援することを目的として実施していた事

業です。 

 

注３）大学発新産業創出プログラム（ＳＴＡＲＴ） 

事業化ノウハウを持った人材（「事業プロモーター」）ユニットを活用し、大学等

発ベンチャーの起業前段階から、研究開発・事業育成のための公的資金と民間の事

業化ノウハウなどを組み合わせることにより、リスクは高いがポテンシャルの高い

技術シーズに関して、事業戦略・知財戦略を構築しつつ、市場や出口を見据えた事

業化と、それによる、大学等の研究成果の社会還元を実現しつつ、持続的な仕組み

としての日本型イノベーションモデルの構築を目指す事業です。 

 

注４）アドレノメデュリン 

アドレノメデュリン（ａｄｒｅｎｏｍｅｄｕｌｌｉｎ、ＡＭ）は、１９９３年に

宮崎大学医学部教授の北村和雄氏らが、ヒト褐色細胞腫組織から発見しました。５

２個のアミノ酸残基で構成され、分子内に６個のアミノ酸残基から成るリング構造

とＣ末端のアミド構造を有するもので、心血管保護作用や血管新生作用、抗炎症作

用などの多彩な生理活性作用があることが分かっています。 

 

 

 

 

 


